
遠藤　俊寛

遠
藤
　
耳
が
聞
こ
え
な
い
、

聞
こ
え
に
く
い
と
い
う
こ
と

は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
大

変
な
苦
労
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
が
外
見
で
は
わ
か

り
に
く
く
周
り
の
人
か
ら
誤

解
を
受
け
た
り
危
険
な
目
に

あ
う
こ
と
が
あ
る
。�

　
耳
が
不
自
由
で
す
と
い
う

こ
と
を
示
す
た
め
に
考
え
ら

れ
た
の
が
、
耳
マ
ー
ク
で
あ

る
。

　
こ
の
マ
ー
ク
の
普
及
の
趣

旨
は
公
共
の
窓
口
等
を
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
不
便
の
解

消
を
し
た
り
、
聴
覚
障
害
者

の
実
態
を
社
会
一
般
に
認
知

し
て
も
ら
い
、
理
解
を
求
め

て
い
く
こ
と
な
ど
と
さ
れ
て

い
る
。
伯
耆
町
に
お
い
て
も
、

耳
マ
ー
ク
表
示
板
を
各
課
の

カ
ウ
ン
タ
ー
や
公
共
施
設
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
で
き
な

い
か
。

町
長
　
耳
マ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
今
後
総
合
案
内
等
に
設

置
す
る
よ
う
に
検
討
を
し
て

み
た
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

活
用
し
て
、
証
明
書
自
動
交

付
機
に
よ
る
住
民
票
の
写
し

等
の
各
種
証
明
書
を
交
付
す

る
サ
ー
ビ
ス
や
、
災
害
時
に

避
難
先
で
避
難
者
情
報
な
ど

を
カ
ー
ド
か
ら
登
録
し
避
難

状
況
を
迅
速
に
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

需
要
量
や
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
て
、
慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
る
。

��

遠
藤
　
国
の
「
食
育
推
進
基

本
計
画
」
の
数
値
目
標
の
中

に
、
朝
食
を
抜
く
小
学
生
を

ゼ
ロ
に
、
学
校
給
食
へ
の
地

元
食
材
の
使
用
割
合
を
食
材

数
で
三
十
％
以
上
に
す
る
と

あ
る
が
、
伯
耆
町
で
の
割
合

と
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長
　
十
七
年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
朝
食

を
抜
く
小
学
生
は
一
％
で
あ

り
、
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、
保
健
や
家
庭
科

学
習
、
保
護
者
会
に
お
け
る

啓
発
活
動
等
の
一
斉
指
導
と

併
せ
て
児
童
の
健
康
状
態
、

家
庭
の
事
情
等
に
配
慮
し
な

が
ら
個
別
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　
地
場
産
食
材
の
使
用
割
合

は
、
主
な
使
用
食
材
四
十
四

品
目
に
つ
い
て
の
使
用
重
量

の
割
合
で
は
、
県
内
産
が
四

十
五
％
、
地
元
産
が
十
一
％

と
な
っ
て
い
る
。
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

産
業
振
興
課
が
中
心
と
な
っ

て
生
産
者
団
体
の
組
織
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

遠
藤
　
来
年
度
か
ら
栄
養
教

諭
が
配
置
に
な
る
。
食
育
は
、

食
料
自
給
率
の
向
上
や
医
療

費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
そ

し
て
何
よ
り
も
食
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
は
、
命
の
尊
さ

を
知
る
事
に
な
る
。

　
本
町
の
食
育
運
動
の
成
果

に
期
待
す
る
。

耳
マ
ー
ク
の
設
置

耳
マ
ー
ク
の
設
置

総
合
案
内
所
に
検
討

総
合
案
内
所
に
検
討

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

食
育
の
取
り
組
み
は

ををを 問問問 ううう
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伯耆町議会だより第6号

農
業
の
担
い
手
対
策

町
民
の
体
力
向
上
策

「米子市役所に設置してある耳マーク」


